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二
〇
二
三
年
最
初
の
江
美
城
新
聞
は
、
昨
年
一
一
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
「
月
山
富
田
城
跡
見
学
」

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　
九
月
発
行
の
江
美
城
新
聞
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
（
尼
子
氏
と
月
山
富
田
城
）
、
安
来
市
立
歴
史
資

料
館
館
長
の
平
原
金
造
先
生
の
講
座
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
実
際
に
富
田
城
跡
を
歩
く
こ
と
で
、
講
座
の
内
容
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
江
美
城
新
聞
は
今
回
で
一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
か
ら
出
発
し
て
、

資
料
館
の
外
に
も
あ
る
ジ
オ
ラ
マ
を
見
学
し

ま
し
た
。
富
田
城
が
ど
ん
な
場
所
に
建
て
ら

れ
て
い
た
か
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　
　

　
ジ
オ
ラ
マ
を
見
学
し
た
後
、
い
よ
い
よ

富
田
城
跡
を
登
っ
て
い
き
ま
す
。
本
丸
ま

で
行
く
途
中
で
堀
尾
吉
晴
の
お
墓
が
あ
り

ま
し
た
。
富
田
城
が
開
城
し
た
後
、
尼
子

氏
か
ら
毛
利
方
が
富
田
城
を
治
め
る
よ
う

に
な
り
、
一
五
九
一
年
に
は
吉
川
広
家
が

入
城
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
富
田
城
へ
入

城
し
た
の
が
浜
松
の
城
主
で
あ
っ
た
堀
尾

吉
晴
と
息
子
の
忠
氏
で
す
。

　
富
田
城
が
開
城
す
る
以
前
の
尼
子
経

久
・
晴
久
が
城
主
で
あ
っ
た
頃
は
、
尼
子

氏
の
全
盛
期
で
し
た
。
経
久
は
三
男
の
興

久
を
当
時
力
を
つ
け
て
い
た
塩
冶
氏
の
養

子
に
し
、
晴
久
は
出
雲
・
伯
耆
・
美
作
等

の
八
ヵ
国
の
守
護
代
を
務
め
る
な
ど
し
て

勢
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
内
乱
が
起
き
て
し
ま
い
（
新
宮
党
事

件
）
尼
子
氏
の
軍
事
力
は
低
下
し
て
い
き

ま
す
。
反
対
に
晴
久
が
亡
く
な
っ
た
後
、

毛
利
方
は
石
見
銀
山
を
手
に
入
れ
軍
事
力

を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
尼
子
氏
は
毛
利
方

の
攻
撃
の
末
、
兵
糧
も
尽
き
富
田
城
開
城

と
な
り
ま
し
た
。
　

　

月
山
富
田
城
跡
見
学

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
‼



Ⓒうえもんくん

「江美城を探る会」
           　　　２月の講座予定
　　　　　２月１２日（日）

講座内容：「たたら」について

講師：手島先生

場所：愛ベル（防災・情報センター）２階

１４：００～

月
山
富
田
城
本
丸
へ

　
富
田
城
の
本
丸
は
山
の
上
に
あ
り
、
か
な
り
の

距
離
を
登
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
途
中
途

中
に
あ
る
平
地
か
ら
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
広
瀬

町
の
街
を
一
望
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
江
美
城
に

も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ん
ち
ゅ
う
ご
て
ん

山
中
御
殿
や
三
ノ
丸
な
ど
様
々
な
場
所
に
立
派

な
石
垣
が
現
在
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。

三ノ丸へ行くまでの階段はジグザクしてお
り、かなり体力を使いました。

三ノ丸に到着！

二ノ丸から本丸へ

　　　　かつひたかもり

本丸には勝日高守神社がありました。
尼子時代には、代々城内のまもり神
であったようです。
（神社の看板参照）

　
本
丸
へ
向
か
う
道
中
に

　
　
　
た
い
こ
の
だ
ん

あ
る
太
鼓
壇
に
は
山
中
鹿

介
幸
盛
の
銅
像
が
あ
り
ま

す
。

　
山
中
鹿
介
幸
盛
は
、
尼

子
氏
が
滅
亡
し
た
後
は
尼

子
再
興
戦
で
力
を
尽
く
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

（
銅
像
近
く
の
看
板
・

「
月
山
富
田
城
跡
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
）

　
富
田
城
を
見
学
し
た
後
は
、

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
二

階
に
あ
る
展
示
室
で
資
料
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
見
学
し
た
一

一
月
一
三
日
が
尼
子
経
久
公

の
命
日
で
あ
っ
た
た
め
、
洞

光
寺
に
あ
る
経
久
公
の
お
墓

に
お
参
り
を
し
ま
し
た
。

新
聞
の
文
章
に
つ
い
て

「
月
山
富
田
城
跡
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
参
照


